
総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ○

○

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【　論理的思考力　】

◎

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ◎ ○

総合評価割合 40 40 10 10

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

到達目標
③

問題から順列、組み合わ
せを区別し、複雑な問題
を解くことができる

問題から順列、組み合わ
せを用いて解くことがで
きる

計算ができる 順列、組み合わせが全く
理解できない

学習・教育到達目標 (E) JABEE基準１（２）

到達目標
②

データの整理に必要な
要素を求め、データの関
係を理解し、グラフにす
ることでどのような意味
があるのかを把握するこ
とができる

データの最大値、最小
値、相関、レンジを求め
ることが出来る

データの合計、平均、分
散を求めることができる

データの整理が全く出来
ない

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

やや複雑な確率の問題
を解くことができる

基本的な確率問題を解く
ことができる

確率と集合の基本概念
を理解できる

確率が全く理解できない

前期 30 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　挾間　雅義

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

前期では、統計学の基本である確率とデータの整理について学ぶ。到達目標は順列・組み合わせの計
算、データの整理の方法について理解することで、企業データを検証するために必要な基礎的な統計手
法を理解する。

第3学年 経営情報学科 履修 1 単位 － 講義

科目名 経営統計学Ⅰ (Business Statistics Ⅰ)

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数



補助教材等
授業プリント、例題プリント、演習プリント、課題、試験前は試験対策プリントの計5種類のプリントを配布
する

学　習　上　の　留　意　点

前期では、確率・データの整理（一次元、二次元）を取り上げる。確率の計算や、一次元および二次元のデータ整理の方法、
平均や分散、標準偏差の求め方などを学ぶ。テキストの演習問題、課題の問題を解くことで基本的な内容を理解する必要が
ある。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

統計学の授業に興味を持ってもらうきっかけとして、日本統計学会公式認定の統計検定があります。4級、3級程度であれ
ば、少し勉強すれば取得できますので、これを目標として頑張っていきましょう。もし、興味がありましたら気軽に研究室にお
越しください。対策を授業とは別でおこないます。さらに、統計は、品質管理の授業にも関連していますので、品質管理検定
の対策も可能です。なお、レポート（課題）は10回あります（前半5回、後半5回）

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 1年生、2年生の数学関連科目（計算部分）

教科書 スッキリわかる　確率統計　定理のくわしい証明つき　　近代科学社



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

総　授　業　時　間　数 30時間

･試験準備 ・確率および一次元のデータ、二次元のデータの内
容が問題演習を通じて理解できる

補助教材

・試験返却および解説 ・試験で間違った箇所を把握し、理解することがで
きる

期末試験

・同時確率変数の期待値と分散 ・多次元確率分布の平均と分散を理解できる テキストp120-p127

・中間試験以降の内容まとめ
・試験に関する説明

・演習問題を解くことで内容の確認をおこない理解
することができる

テキストp101-p127

・独立な確率変数 ・事象の独立性を理解できる テキストp109-p116

・ベイズの定理 ・ベイズの定理を使って問題を解くことが出来る テキストp116-p119

・二次元確率分布 ・二次元確率分布の性質を理解できる テキストp101-p109

・分布関数（期待値と平均・分散、連続型
確率分布）

・確率変数の平均と分散を理解できる
・期待値と分散の性質を理解することが出来る
・連続型確率分布を理解できる

テキストp84-p99

・確率演習 ・問題を解くことができる 補助教材

中間試験

・回帰直線 ・回帰直線求めてデータの傾向を理解することが出
来る

テキストp39-60

・確率（事象、離散型確率分布） ・確率の性質を理解できる
・事象、離散型確率分布を理解することが出来る

テキストp61-p83

・データの特性値（平均、メジアン） ・平均の違いを区別し理解できる テキストp14-p25

・散布度
・相関

・相関の性質を理解できる テキストp25-p39

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

・オリエンテーション
・度数分布

・授業の進め方を理解する
・データの整理を理解できる
・度数分布の性質を理解できる

目次
テキストp1-p13


